
電子処方箋とは

電子処方箋とは、オンライン資格確認等システムを拡張し、現在紙で行われている処方箋の運用を、電子で実施する仕組み。オンライン
資格確認等システムで閲覧できる情報を拡充し、患者が直近処方や調剤をされた内容の閲覧や、当該データを活用した重複投薬等チ
ェックの結果確認が可能に。（令和５年（2023年）１月～運用開始）
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医療ＤＸ推進本部において策定した工程表に基づき、医療ＤＸの推進に向けた取組について必要な支援を行いつつ政府を挙げて確実に実現する。

■経済財政運営と改革の基本方針 20 2 3（令和5年6月16日閣議決定）
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すでに運用を開始している電子処方箋については、概ね全国の医療機関・薬局に対し、2025年3月までに普及させる。これにより、複数の医療機関に
かかっている場合に、処方･調剤する薬剤と服用中の薬剤の重複の有無や、飲み合わせに問題がないか等について、医療機関や薬局が確認できるようになる。

■医療DXの推進に関する工程表（令和5年6月2日医療DX推進本部決定）
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デジタル行財政改革会議

令和6年4月22日総理発言

本日は、デジタル行財政改革の進捗を確認いたしました。次の改革３本柱に沿って、取組を加
速していきます。

第一に、デジタル活用を阻害する、規制・制度の徹底した改革の推進です。

教育ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）に向けて、盛山大臣においては、６月まで
に帳票の標準化を進めるとともに、校務ＤＸ工程表、教育データの利活用ロードマップの改定を、
年度内に取りまとめてください。

医療ＤＸに向けて、武見大臣においては、中室構成員の御指摘の議論も踏まえて、おおむね全
ての医療機関・薬局への電子処方箋の年度内導入に向けた対応を進め、リフィル処方の普及策を
具体化してください。また、６月までに介護事業所の協働化・大規模化の方策を取りまとめてく
ださい。

そして、交通ＤＸに向けては、河野大臣及び斉藤国交（国土交通）大臣において、データを検
証して地域の移動の足不足解消の状況を確認し、制度改善を不断に行ってください。あわせて、
タクシー事業者以外の者が行うライドシェア事業に係る法制度について、６月に向けた議論にお
いて、論点整理を行い、５月中に規制改革推進会議に報告してください。（後略）
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電子処方箋の導入状況 (全国 ) （2024/08/04時点）

（※）運用開始施設数とは、医療機関等向け総合ポータルサイトで電子処方箋の運用開始の旨を入力した施設であって、当該運用開始日が経過している施設をいう。

①電子処方箋運用開始施設数

全体

病院

医科診療所

歯科診療所

薬局

27, 979 施設

147 施設

3,179 施設

129 施設

24,524 施設

209,464 施設

7,984 施設

81,418 施設

60,407 施設

59,655 施設

13.36％

1.84％

3.90%

0.21%

41.11%

②オンライン資格確認システム
導入施設数

③割合（①/②）
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電子処方箋普及拡大のための取り組み

を公表し、医療機関・薬局、患者さんの利便性を向上

電子処方箋の導入状況に関するダッシュボード

電子処方箋対応医療機関・薬局のマップ

診療報酬上の評価、導入費用の補助

により、医療機関・薬局の負担を評価、軽減
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医療DX推進体制整備加算

令和６年度診療報酬改定で新設された医療ＤＸ推進体制整備加算の施設基準の一つが、

「電子処方箋を発行する体制を有していること」

「電磁的記録をもって作成された処方箋を受け付ける体制を有していること」（令和７年３月まで経過措置）

患者に対して初診を行った場合は、月１回に限り所定点数に加算する。令和６年10月から下記の見直しを予定。
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電子処方箋導入費用の補助

「社会保険診療報酬支払基金からの補助金」と「都道府県からの助成金」を併せて受給することが可能。

導入費用に対する財政支援全体の割合は最大で 病院:1/2、診療所・薬局（大型除く）:3/4、大型チェーン薬局:1/2

第四期医療費適正化計画に基づき実施する電子処方箋の活用・普及拡大に向けて、

環境整備として都道府県が導入費用を助成

以下の都府県のHPをご確認ください。他の道府県でも、今後の実施を検討中です。

青森県、秋田県、山形県、福島県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、富山県、長野県、愛知県、三重県、大阪府、
広島県、山口県、福岡県、熊本県 ※太字の都道府県は、８月２日（金）時点でHPで案内を開始しています。

①電子処方箋導入費用の高い導入率を令和６年度も維持

②令和５年12月に実装した追加機能（※）の導入も補助

③都道府県による導入費用の助成 により電子処方箋の導入費用の負担を軽減
※リフィル処方箋、口頭同意による重複投薬等チェック結果閲覧、マイナンバーカードによる電子署名対応、処方箋ID検索、調剤結果ID検索（薬局のみ）

申請先：各都道府県

都道府県による助成
(医療提供体制推進事業費補助金)
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電子処方箋導入

追加機能導入

(電子処方箋導入済みの施設)

電子処方箋と追加機能
同時導入

大規模病院 病院 診療所 大型チェーン薬局 薬局

13.8万円(上限)
※ 事業額の55.3万円を

上限に、その1/4を補助

27.7万円(上限)
※ 事業額の55.3万円を

上限に、その1/2を補助

9.7万円(上限)
※ 事業額の38.7万円を

上限に、その1/4を補助

19.4万円(上限)
※ 事業額の38.7万円を

上限に、その1/2を補助

6.4万円(上限)
※ 事業額の25.6万円を

上限に、その1/4を補助

12.8万円(上限)
※ 事業額の25.6万円を

上限に、その1/2を補助

200.7万円(上限)
※ 事業額の602.2万円を

上限に、その1/3を補助

27.1万円(上限)
※ 事業額の54.2万円を

上限に、その1/2を補助

162.2万円(上限)
※ 事業額の486.6万円を

上限に、その1/3を補助

19.4万円(上限)
※ 事業額の38.7万円を

上限に、その1/2を補助

45.2万円(上限)
※ 事業額の135.6万円を

上限に、その1/3を補助

135.3万円(上限)
※ 事業額の405.9万円を

上限に、その1/3を補助

108.6万円(上限)
※ 事業額の325.9万円を

上限に、その1/3を補助

33.3万円(上限)
※ 事業額の100万円を

上限に、その1/3を補助

12.3万円(上限)
※ 事業額の24.5万円を

上限に、その1/2を補助

申請先：社会保険診療報酬支払基金
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電子処方箋の導入状況に関するダッシュボードの公表

都道府県別、病院、医科診療所、歯科診療所、薬局別の「電子処方箋の導入状況に関するダッシュボード」を、デジ

タル庁と共同で作成しました。医療機関・薬局、患者、自治体に対して、導入状況をわかりやすく伝えていきます。

電子処方箋の導入状況の把握、普及拡大にむけた検討にご活用ください。

※導入施設数は令和６年６月30日時点（令和６年７月31日公表）

✓ 都道府県別に医療機関・薬局別の導入状況が一目でわかります
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電子処方箋の導入状況に関するダッシュボードの公表

都道府県別、病院、医科診療所、歯科診療所、薬局別の「電子処方箋の導入状況に関するダッシュボード」を、デジ

タル庁と共同で作成しました。医療機関・薬局、患者、自治体に対して、導入状況をわかりやすく伝えていきます。

電子処方箋の導入状況の把握、普及拡大にむけた検討にご活用ください。

✓ 全国または特定の都道府県との導入状況の比較ができます

※導入施設数は令和６年６月30日時点（令和６年７月31日公表）
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電子処方箋対応医療機関・薬局のマップの公表

患者さまの利便性を考慮し、地図上からも検索できるよう、電子処方箋に対応した医療機関・薬局のマップを作成し

ました。医療機関・薬局においては、近隣の電子処方箋対応施設の把握にご活用ください。

※導入施設は令和６年７月21日時点（令和６年７月31日公表）

※地理院地図タイル（淡色地図）に厚生労働省で電子処方箋に対応した医療機関・薬局に印を追記しています。

出典 地理院地図タイル（淡色地図）https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html

病院★ 、医科診療所★ 、歯科診療所★、

薬局■をアイコンで表示。

地図の拡大・縮小が可能。

スマートフォンからも閲覧しやすい。

アイコンをクリックすると、

施設名、住所の確認が可能。
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［参考］電子処方箋に関する情報掲載先

電子処方箋の導入により
プレアボイドにつながっ
た事例や、運用を開始し
た施設のコツを参照いた
だけます。

電子処方箋の利用方法、
Q&Aなど患者さんに
ご案内いただける情報
を掲載しています。

利用申請、運用開始日入力、
導入費用にかかる補助金の
申請はポータルサイトから。

・電子処方箋の運用を開始し
た医療機関・薬局の一覧
・電子処方箋の導入状況に関
するダッシュボード
・電子処方箋対応医療機関・
薬局マップ
を掲載しています。

（参考）令和６年2ｰ3月にTVアニメ
「薬屋のひとりごとのひとりごと」とタイアップを実施し、
普及啓発ポスターを医療機関・薬局へ配布。

電子処方箋

デジタル庁と共同開催！
医療機関・薬局向け

マイナ保険証利用促進セミナー
令和６年８月９日

リンクはこちら

リンクはこちら

リンクはこちら

リンクはこちら

リンクはこちら

リンクはこちら

医療機関・薬局の皆さ
まが導入準備～運用開
始後まで参考にしてい
ただける資料、補助金、
都道府県助成について
掲載しています。

©日向夏・イマジカインフォス／「薬屋のひとりごと」製作委員会

電子処方箋について
患者さんへの案内、
医療機関・薬局内の理解促進
に活用いただける資料を
掲載しています。


